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【研究要旨】 

眼類天疱瘡は緩徐に結膜嚢短縮、瞼球癒着をきたして高度の視力低下に陥る。京都府立

医科大学にて Foster分類のいずれかに該当し臨床所見から眼類天疱瘡の疑いで加療を行

なった症例の初診時の臨床所見、診断、治療をレトロスペクティブに検討した。対象は 88

例 176 眼で、病変が眼に限局する症例が 69%であった。初診時眼所見は Foster 分類Ⅲ期

以上の症例が 78%であった。また、Ocular surface grading score(OSGS)を用いて眼表面

の状態をスコア化したところ、癒着スコア(最大 9 点)が 3.4点、角膜スコア(最大 15点)

が 3.5 点であった。保存的加療のみで 3 年以上経過観察可能であった 41 例 53 眼の癒着

スコアは 2.5 点、角膜スコアは 2.9 点であった。臨床所見と検査所見から確定診断に至

った症例は 2例であった。全例で保存的加療が行われており、ドライアイ治療および抗炎

症治療が全身および局所投与で行われていた。 
 
 

Ａ．研究目的 

眼類天疱瘡は、自覚症状が乏しいままに

両眼性の慢性結膜炎として始まり、睫毛乱

生、結膜嚢の線維化が緩徐に進行する。し

だいに結膜嚢の短縮、高度ドライアイをき

たし、角膜混濁、血管侵入が進行、角化を

伴った高度の瞼球癒着に至って失明する。 

眼類天疱瘡は粘膜類天疱瘡の亜型とされ

るが、他の粘膜症状を訴えずに眼所見のみ

を有することが多い。そのため病勢の悪化

に気付きにくく、症状が進行してから治療

を行うことが少なくない。また組織生検が

病勢悪化を招くリスクがあることから積極

的には行われず、生検をしても確定診断が

難しい症例を経験する。 

そこで京都府立医科大学にて眼類天疱瘡

の疑いで加療していた症例を抽出し、初診

時の臨床所見、診断、治療をレトロスペク

ティブに検討した。 
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Ｂ．研究方法 

2001年 6月から 2018年 9月までの 18

年 3か月間に京都府立医科大学附属病院眼

科で角膜専門医が眼類天疱瘡の疑いで加療

を行なった症例の臨床所見、診断、治療を

レトロスペクティブに検討した。 

（倫理面への配慮） 

すべての研究はヘルシンキ宣言の趣旨を

尊重し、関連する法令や指針を遵守し、各

施設の倫理審査委員会の承認を得たうえで

行うこととする。また個人情報の漏洩防

止、患者への研究参加への説明と同意の取

得を徹底する。 

 

Ｃ．研究結果 

臨床所見から眼類天疱瘡とされ Foster

分類のいずれかの時期に該当した 88例

176 眼（男性 33例、女性 55 例）を対象と

した。初診時の平均年齢は 71歳（42-91

歳）、平均観察期間は 75ヶ月（0-197ヶ

月）であった。37例が精査目的に他科を

受診しており粘膜病変は口腔が 17例、皮

膚が 7例、鼻腔が 6例、喉頭が 6例、咽頭

が 5例、食道が 2例でみられた。眼病変の

みの症例は 61例（69%）であった。初診時

は logMAR視力が 1.12、Foster 分類はⅢ期

以上の症例が 78%、眼表面スコアは癒着ス

コア(最大 9点)が 3.4点、角膜スコア(最

大 15点)が 3.5点であった。このうち、保

存的加療のみで 3年以上通院していた 41

例 53眼は、平均観察期間が 106ヶ月で癒

着スコアが 2.5点、角膜スコアが 2.9点、

logMAR 視力は初診時が 0.94、最終受診時

が 1.23であった。 

確定診断については、血中抗体を 54例

で測定しており 11例で陽性、病変部の組

織生検は 10例(口腔粘膜および皮膚)で行

っており 6例で陽性であったが、確定診断

に至った症例は 2例のみであった。 

初診時に全例で保存的加療が開始されて

おり、ステロイド点眼は 75例、ドライア

イ点眼は 42例、抗菌眼軟膏は 23例、ステ

ロイド内服は 20例、免疫抑制剤は 18例で

併用されていた。 

 

Ｄ．考按 

眼類天疱瘡は、高度の輪部幹細胞疲弊と

瞼球癒着、高度ドライアイを伴う慢性結膜

炎などの臨床的特徴がみられ、視覚障害に

陥る原因となる疾患である。高齢者に多く

見 ら れ る が 、 近 年 で は dipeptidyl 

peptidase(DPP)-4阻害薬など新薬による発

症の報告が増加している。 

初診時スコアが比較的良好な症例はドラ

イアイ治療、抗炎症治療などの保存的に加

療が可能であり、それでも進行する症例や

初診時から進行がみられた症例では羊膜移

植や培養口腔粘膜上皮移植など眼表面再建

術が行われる。 

保存的加療のみで経過した症例の臨床所

見および治療が、適切な治療を行う指標と

なり、さらに眼病変の重症化を予防する可

能性がある。 

 

Ｅ．結論 

京都府立医科大学にて眼類天疱瘡の疑い

で加療を行なった症例の臨床所見、診断、

治療をレトロスペクティブに検討した。 
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